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★普段からできる見守りの一例★★普段からできる見守りの一例★

災害時には地域内での
助け合いがとても大切です。

親戚や近所の人たちとの普段からの
関係づくりを心がけましょう。

※見守りを行う際には、相手のプライバシーには十分に配慮しましょう。

ちょっとし
た

心がけで

・郵便受けに新聞や文書などが
溜まっている

・郵便受けに新聞や文書などが
溜まっている
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この日を目安に、防災ガイドブックを開いてみてください。

防災とボランティアの日（阪神大震災）　　東日本大震災発生　　防災の日（関東大震災）　　津波防災の日

9月1日9月1日 11月5日11月5日3月11日3月11日1月17日1月17日
防災とボランティアの日（阪神大震災）　　東日本大震災発生　　防災の日（関東大震災）　　津波防災の日
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たす　 　 　 　 　 　あ たい　 　 せつ

ち　 　   いき 　 　ない

・あいさつをする（近所の人を知る）
・話し相手になる

・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない
・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない
・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない

・いつも見かけるのに
数日姿を見ていない・・・
・いつも見かけるのに
数日姿を見ていない・・・

くだまるが案内する

改訂版改訂版

警察は

110番

テレホンガイド緊急時緊急時
火事・救急は

119番
海上の事故・事件は

118番

NTTでは震度6弱以上の地震発生時など、被災地
へ安否確認電話が集中する場合に「災害用伝言ダ
イヤル」サービスを開始します。事前契約などは不要
で、サービス開始はテレビやラジオで告知されます。
171番にダイヤルするとガイダンスが流れるので、それ
にしたがって利用します。

災害用伝言ダイヤル「171」

1 7 1
1 2

ガイダンスが流れます

被災地の方の電話番号を市外局番から
ダイヤルしてください。

伝言を吹き込む（30秒以内） 伝言を聞く

伝言を
録音する時

伝言を
再生する時

き ん 　き ゅ う  じいざとい
う

時のため
に

知ってお
こう！
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災
害
の
心
構
え

協働で防災！！

公助
【こうじょ】

「行政が
  行うべき対策」

■防災知識や情報の普及・提供
を行います。また、物資の確保
や施設の整備を行います。

事前の備え

■災害情報を迅速に提供します。
災害応急対策を実施します。

災害時には

さ   

い     

が    

い

こ 

こ 

ろ 

が    

ま

非
常
持
出
品・備
蓄
品
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う 
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び 
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く       

ひ    
ん

定番をピックアップ

毛布・タオル

環境の変化で体調を崩さないように、防寒対
策や衛生対策をしっかりしておきましょう。

いざというときには、ただちに避難しなければなりません。
両手が自由に使えるようリュック等にまとめておきましょう。

非常持出品の準備

避難生活に備えて、日頃から、７日分の食料と飲料水を常備しましょう。備蓄品の準備

備蓄▶消費▶補充を繰り返す

食器の代わりや雨具
の代わり、寒いときに
は防寒具、けがをした
ときの止血道具にも
使えます。

アルファ化米のような
美味しい非常食や、水
はペットボトルが便利
です。重くなりすぎな
いよう注意しましょう。

ラ
ッ
プ・

ポ
リ
袋

ラ
ッ
プ・
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袋

食
料
・

飲
料
水

食
料
・

飲
料
水

食  料 救急・安全対策 貴重品

衣類など

家庭により必要なもの

食　料

□飲料水
□非常食
　 （缶詰、乾パン、レトルト食品など）

□携帯食
　 （チョコレート、キャンディーなど）

□常備薬（胃腸薬、かぜ薬など）
□包帯、ガーゼ、絆創膏
□傷薬、消毒薬
□ヘルメット、防災ずきん
□ホイッスル
□手指消毒薬

□ポリ袋（ビニール袋）

□新聞紙

□ろうそく、ライター

□ナイフ、缶切り

□ティッシュペーパー

□ウエットティッシュ

□懐中電灯（予備電池）

□携帯ラジオ（予備電池）

□携帯電話（充電器、バッテリー）

□筆記用具（油性マジック）

□洗面用具

□メガネ

□マスク

□使い捨てカイロ

□体温計

□布ガムテープ

□ロープ

□地図（ハザードマップ）

□現金（小銭）
□預貯金通帳、印鑑
□クレジットカード類
□健康保険証
□免許証など
    （本人確認できるもの）

□衣類（厚手の物と薄い物）
□下着類
□タオル、毛布
□手袋、軍手
□寝袋
□雨具

□粉ミルクと哺乳瓶
□持病がある方の薬
□紙おむつ
□生理用品

□飲料水（１人１日３リットルを目安）
□米（缶詰やレトルトのご飯なども便利）
□缶詰や菓子類
□粉ミルク・離乳食

□カセットコンロ
□予備のガスボンベ
□毛布または寝袋
□ブルーシート

□割り箸
□衣類
□新聞紙
□簡易トイレ

□布製ガムテープ
□キッチン用ラップ
□なべ

日用品など

燃料・日用品など

ローリングストック（循環備蓄）を心がけましょう
ローリングストック（循環備蓄）とは、普段から使用する食材、加工品を多
めに買っておき、使ったら使った分だけ買い足していくことで、常に一定量
の食料を家庭に備蓄しておく方法のことをいいます。この備蓄方法を行
うことで、いざというときも日常生活に近い食生活を送ることができます。 買い足す

使った分だけ
使う
日常で

備える

ローリング
ストック

台
風
19
号
襲
来
。塩
害
に
よ
る
長
期
停

電
、断
水
。

笠
戸
島
深
浦
川
で
土
石
流
災
害
発
生
。①

記
録
的
な
集
中
豪
雨
で
切
戸
川
が
決
壊
。

（
最
大
雨
量
73 

mm
/
時
、206 

mm
/
日
）

台
風
18
号
襲
来
。沿
岸
部
で
高
潮
等
に
よ

る
被
害
甚
大
。

芸
予
地
震（
震
度
5
弱
）。負
傷
者
1
名
。

屋
根
瓦
の
落
下
、水
道
管
の
破
損
等
。

台
風
16
号
襲
来
。50 
mm
/
時
の
猛
烈
な
雨

で
切
戸
川
い
っ
水
、大
河
内
地
区
で
床
上

浸
水
。②

台
風
18
号
襲
来
。笠
戸
島
沖
で
貨
物
船
が

座
礁
。死
者
・
行
方
不
明
者
22
名
。③

梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
。54 

mm
/
時

を
記
録
し
、甚
大
な
被
害
発
生
。

中
国
九
州
北
部
豪
雨
。住
宅
半
壊
1
件
、

床
上
・
床
下
浸
水
多
数
。④

（
最
大
雨
量
55.5 

mm
/
時
、264 

mm
/
日
）

西
日
本
豪
雨
。市
道
瀬
戸
線
道
台
崩
壊

⑤
、県
道
笠
戸
島
線
通
行
止
め
に
よ
る
以

南
集
落
の
孤
立
、光
市
と
の
市
境
付
近
の

土
砂
崩
れ
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
運
休
⑥

な
ど
被
害
甚
大
。

（
最
大
雨
量
86
㎜
/
時
、総
雨
量
495
㎜
）

1３５

246

災
害
は
く
だ
ま
つ
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。

日
々
の
備
え
や
心
構
え
が
重
要
で
す
。

自助
【じじょ】

「自分の命は
  自分で守る」

■災害の正しい知識を学び、防
災対策をしましょう。

事前の備え

■正しい情報を手に入れ、速やか
に行動しましょう。

災害時には

共助
【きょうじょ】

「家族や地域で
  助けあう」

■地域における訓練の実施や、
避難経路や支援が必要な人
を確認しておきましょう。

事前の備え

■地域住民の安否確認や避難誘
導、被災者支援を行いましょう。

災害時には

防災士や市職員を講師とし
て派遣しますので、自治会
や自主防災組織、各種団
体などの防災学習にご利
用ください。

くだまつ
防災講座

で市民の皆さんの備えや
心構えをお手伝い！

市ホームページ
「くだまつ防災講座」

すぐできる！
今やろう！

市防災危機管理課
☎０８３３-     -１８３２

お問い合わせ

45

0203 防災ガイドブック
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陽
本
線
運
休
⑥

な
ど
被
害
甚
大
。

（
最
大
雨
量
86
㎜
/
時
、総
雨
量
495
㎜
）

1３５
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災
害
は
く
だ
ま
つ
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。

日
々
の
備
え
や
心
構
え
が
重
要
で
す
。

自助
【じじょ】

「自分の命は
  自分で守る」

■災害の正しい知識を学び、防
災対策をしましょう。

事前の備え

■正しい情報を手に入れ、速やか
に行動しましょう。

災害時には

共助
【きょうじょ】

「家族や地域で
  助けあう」

■地域における訓練の実施や、
避難経路や支援が必要な人
を確認しておきましょう。

事前の備え

■地域住民の安否確認や避難誘
導、被災者支援を行いましょう。

災害時には

防災士や市職員を講師とし
て派遣しますので、自治会
や自主防災組織、各種団
体などの防災学習にご利
用ください。

くだまつ
防災講座

で市民の皆さんの備えや
心構えをお手伝い！

市ホームページ
「くだまつ防災講座」

すぐできる！
今やろう！

市防災危機管理課
☎０８３３-     -１８３２

お問い合わせ
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国・県から出される防災情報アクセス

ぼ    う      さ    い じ ょ う      ほ    う

防災情報

５

4 災害の
おそれ高い

災害発生
または切迫

命の危険
直ちに安全確保！

自らの避難行動を
確認

災害への心構えを高める

災害の
おそれあり

気象状況悪化

今後気象
状況悪化の
おそれ

3
2
1

警戒レベル 状 況

避難指示

緊急
安全確保

高齢者等
避難

避難情報住民がとるべき行動

危険な場所から
高齢者等 は避難

危険な場所から
避難全員

警戒レベル４までに危険な場所から必ず避難！！

市が発令する避難情報

氾濫危険情報 土砂災害警戒情報

氾濫発生情報 大雨特別警報
（土砂災害）

大雨警報
（土砂災害）

氾濫警戒情報
洪水警報

氾濫注意情報
洪水注意報

早期注意情報

大雨注意報

気象庁などが発表する情報（警戒レベル相当情報）

河川情報 雨（土砂災害）情報

市では、災害が発生する危険が高まった場合に、災害種別や区域等を示して避難情報を発令します。なお、避難情報
等は災害発生の危険度を直感的に理解し避難行動が取れるように、５段階の「警戒レベル」に区分されます。

※河川や雨の情報（警戒レベル相当情報）のほか、地域の土地利用や災害実績なども踏まえ総合的に避難情報
（警戒レベル）の発令を判断することから、警戒レベルと警戒レベル相当情報が出るタイミングや対象地域は必ずしも
一致しません。

避難情報等
について

防災情報伝達の流れ

市民のみなさんの行動情報通信メディア

情報を
自ら入手することが
大切です！

情報収集

状況
把握

避難
準備

避難
開始

テレビ インターネットラジオ

ラジオ

下松市

ホームページ
防災行政無線

防災メール

広報車

下松市

気象情報
河川情報
ほか

※事前登録が
必要です。※有償で配布

しています。 エリアメール・緊急速報メール

避難情報
避難所開設情報
ほか

気象庁

国土交通省

山口県

警　察

防災行政無線について

　市では、災害時における避難情報や地震・津波情報などを緊急で知らせるため、
防災行政無線を整備しています。市役所を含む市内32基の屋外スピーカーから放
送しますが、聞き取れない場合などは以下の方法で放送内容を確認できます。
　また、より確実な情報伝達のため、防災ラジオ又は防災メールをお勧めしています。

電話応答装置（自動音声案内）　
☎０８３３-　  -５００７
※通話料金は利用される方の負担になります。

自ら情報収集に
努めるようお願
いします。

防災ラジオ

市ホームページ
「放送内容」

緊急告知付き防災ラジオについて

　防災ラジオは、災害時に自動起動し、避難情報など市から
防災行政無線で発信する緊急放送が最大音量で流れま
す。また、普段は通常のラジオ放送を聞くことができます。（Ａ
Ｍ・ＦＭ計6チャンネル）
　購入を希望される方は、市防災危機管理課または最寄り
の出張所までお問い合わせください。

詳細はこちらから
市ホームページ
「防災ラジオ」

防災メールについて

　市では、メールアドレス登録者に、災害時における避
難情報など以下の防災に関する情報をメールで一斉配
信します。　
●避難情報　　●避難所開設情報
●気象警報（大雨、洪水、高潮、暴風、波浪、大雪、暴風雪）
●土砂災害警戒情報　●地震・津波情報　●その他

登録はこちらから
市ホームページ
「防災メール」

警報・注意報・雨雲の動き・台
風進路等の気象情報が収集
できるサイトです。

県内市町の防災体制・避難情
報・避難所開設等の情報が収
集できるサイトです。

県内の雨量・水位・潮位・ダム
等の情報が収集できるサイトで
す。

山口県土木防災
情報システム

山口県土砂災害ポータル
（山口県土砂災害警戒情報）

土砂災害の恐れのある土砂災
害警戒区域などの確認や大雨
による土砂災害
発生の危険性を
確認できるサイト
です。
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自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

害
が
迫
っ
た
と
き
、一
人
ひ
と
り

の
状
況
の
違
い
に
よ
り
、自
主

避
難
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
が

必
要
で
す
。冷
静
か
つ
適
切
な
避
難
行

動
で
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　次
に
あ
て
は
ま
る
方
な
ど
は
特
に
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

避
難
場
所
の
種
類

●
指
定
避
難
所

市
が
指
定
す
る

大
雨
や
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ

り
、家
屋
へ
の
被
害
状
況
か
ら
居

住
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
に
、臨
時
に
生
活
を
行
う
拠

点
と
な
る
場
所
。（
公
民
館
、学

校
の
体
育
館
な
ど
）

●
広
域
避
難
場
所

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
大
規

模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

避
難
す
る
場
所
。（
市
民
運
動

場
、下
松
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

・
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

・
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
、家
屋
倒
壊
・
浸
水
の

 

可
能
性
が
あ
る
方

・
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
、家
庭
内
に
要
配

慮
者
が
い
る
方

ひ　　  な    ん こ    う      ど    う

避難行動
避難のポイント避難のポイント

普段から
どう行動するか
決めて

おきましょう

安全な親戚・知人宅への
立退き避難

市が指定する避難場所
への立退き避難

屋内安全確保安全なホテル・旅館
への立退き避難

普段から災害時に避難
することを相談しておき
ましょう。

ハザードマップで以下の「３
つの条件」を確認し、自宅
にいても大丈夫かを確認す
ることが必要です。

通常の宿泊料が必
要です。事前に予
約・確認しましょう。

自ら携行するもの
・マスク ・消毒液
・体温計 ・スリッパ 等

※ハザードマップで安全かどう
かを確認しましょう。

※不特定多数の人が避
難するため、基本的な
感染予防対策に務め
ましょう。

※土砂災害の危険があ
る区域では立退き避
難が原則です。

※ハザードマップで安全か
どうかを確認しましょう。

小・中学校

公民館

旅 館
想定最大浸水深

ここなら安全！

親戚・知人宅

「３つの条件」が確認できれば浸水の危険があっても自宅に留まり安全を確認することも可能です
❶家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない（入っていると…） ❷浸水深より居室が高い ❸水がひくまで我慢でき、水・食料などの備え

が十分（十分じゃないと…）
水、食料、薬等の確保
が困難になるほか、電
気、ガス、水道、トイレ
等の使用ができなくな
るおそれがあります。

１階床下

１階１階

２階２階

３・４階３・４階

0.5m未満（１階床下浸水）

0.5m～３m未満（１階床上～軒下浸水）

３m～５m未満（２階床上～軒下浸水）

５m～10m未満（３階床上～４階軒下浸水）
流速が速いため、木造
家屋は倒壊するおそ
れがあります。

地面が削られ家屋は
建物ごと崩壊するおそ
れがあります。

災

連絡がとれなくなったとき
のために、メモなどで行き
先をわかるようにしておき
ましょう。

渋滞を避けるため、徒歩
などで避難しましょう。
※状況を判断して車の
使用も考慮しましょう。

がけ崩れなどの可能性
があるので、狭い道や塀
のそば、川べりなどは避
けて避難しましょう。

市から避難情報がでたら
すぐに避難しましょう。

避難は２人以上で、隣近
所の方も誘いましょう。

靴はひもでしっかり締め
られる運動靴をはきましょ
う。裸足や長靴はやめま
しょう。

歩行可能な水深は約
50cmです。水深が深い
場合は無理せず高台で
助けを待ちましょう。

水面下にはマンホールな
どの危険があるので、棒
を杖代わりに安全を確認
しながら歩きましょう。

いざというときは
助け合おう！

チェックしよう！

動きやすい格好で逃げよう！
非常持出品は玄関に！

避難場所などを家族で話し
合っておきましょう。

災害種別ごとに作成されている各種ハザード
マップで、自宅や勤務先（学校）といった主な
生活の場所、近隣の避難場所や避難経路な
どについて、安全かどうか確認するとともに、
災害時に取るべき行動を時系列的に整理し
たマイタイムラインを作成しておきましょう。

詳細はこちらから
市ホームページ

「ハザードマップ」

逃げるが勝ちで
逃げ遅れゼロに！

避
難
所
等
は
災

害
の
種
別
や
規
模

な
ど
を
考
慮
し
て

開
設
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
で
最
新
の

情
報
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

市ホームページ
「避難場所」

出火防止のため、ガスの
元栓を閉め、電気のブ
レーカーを切りましょう。
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品

年
表・心
構
え・持
出
品

地
震
対
策

共 

助

防
災
情
報

防
災
情
報

地
震
対
策

共 

助

風
水
害
対
策

風
水
害
対
策

避
難
行
動

避
難
行
動

津
波・火
災
対
策

津
波・火
災
対
策

応
急
手
当

応
急
手
当



自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

害
が
迫
っ
た
と
き
、一
人
ひ
と
り

の
状
況
の
違
い
に
よ
り
、自
主

避
難
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
が

必
要
で
す
。冷
静
か
つ
適
切
な
避
難
行

動
で
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　次
に
あ
て
は
ま
る
方
な
ど
は
特
に
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

避
難
場
所
の
種
類

●
指
定
避
難
所

市
が
指
定
す
る

大
雨
や
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ

り
、家
屋
へ
の
被
害
状
況
か
ら
居

住
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
に
、臨
時
に
生
活
を
行
う
拠

点
と
な
る
場
所
。（
公
民
館
、学

校
の
体
育
館
な
ど
）

●
広
域
避
難
場
所

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
大
規

模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

避
難
す
る
場
所
。（
市
民
運
動

場
、下
松
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

・
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

・
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
、家
屋
倒
壊
・
浸
水
の

 

可
能
性
が
あ
る
方

・
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
、家
庭
内
に
要
配

慮
者
が
い
る
方

ひ　　  な    ん こ    う      ど    う

避難行動
避難のポイント避難のポイント

普段から
どう行動するか
決めて

おきましょう

安全な親戚・知人宅への
立退き避難

市が指定する避難場所
への立退き避難

屋内安全確保安全なホテル・旅館
への立退き避難

普段から災害時に避難
することを相談しておき
ましょう。

ハザードマップで以下の「３
つの条件」を確認し、自宅
にいても大丈夫かを確認す
ることが必要です。

通常の宿泊料が必
要です。事前に予
約・確認しましょう。

自ら携行するもの
・マスク ・消毒液
・体温計 ・スリッパ 等

※ハザードマップで安全かどう
かを確認しましょう。

※不特定多数の人が避
難するため、基本的な
感染予防対策に務め
ましょう。

※土砂災害の危険があ
る区域では立退き避
難が原則です。

※ハザードマップで安全か
どうかを確認しましょう。

小・中学校

公民館

旅 館
想定最大浸水深

ここなら安全！

親戚・知人宅

「３つの条件」が確認できれば浸水の危険があっても自宅に留まり安全を確認することも可能です
❶家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない（入っていると…） ❷浸水深より居室が高い ❸水がひくまで我慢でき、水・食料などの備え

が十分（十分じゃないと…）
水、食料、薬等の確保
が困難になるほか、電
気、ガス、水道、トイレ
等の使用ができなくな
るおそれがあります。

１階床下

１階１階

２階２階

３・４階３・４階

0.5m未満（１階床下浸水）

0.5m～３m未満（１階床上～軒下浸水）

３m～５m未満（２階床上～軒下浸水）

５m～10m未満（３階床上～４階軒下浸水）
流速が速いため、木造
家屋は倒壊するおそ
れがあります。

地面が削られ家屋は
建物ごと崩壊するおそ
れがあります。

災

連絡がとれなくなったとき
のために、メモなどで行き
先をわかるようにしておき
ましょう。

渋滞を避けるため、徒歩
などで避難しましょう。
※状況を判断して車の
使用も考慮しましょう。

がけ崩れなどの可能性
があるので、狭い道や塀
のそば、川べりなどは避
けて避難しましょう。

市から避難情報がでたら
すぐに避難しましょう。

避難は２人以上で、隣近
所の方も誘いましょう。

靴はひもでしっかり締め
られる運動靴をはきましょ
う。裸足や長靴はやめま
しょう。

歩行可能な水深は約
50cmです。水深が深い
場合は無理せず高台で
助けを待ちましょう。

水面下にはマンホールな
どの危険があるので、棒
を杖代わりに安全を確認
しながら歩きましょう。

いざというときは
助け合おう！

チェックしよう！

動きやすい格好で逃げよう！
非常持出品は玄関に！

避難場所などを家族で話し
合っておきましょう。

災害種別ごとに作成されている各種ハザード
マップで、自宅や勤務先（学校）といった主な
生活の場所、近隣の避難場所や避難経路な
どについて、安全かどうか確認するとともに、
災害時に取るべき行動を時系列的に整理し
たマイタイムラインを作成しておきましょう。

詳細はこちらから
市ホームページ

「ハザードマップ」

逃げるが勝ちで
逃げ遅れゼロに！

避
難
所
等
は
災

害
の
種
別
や
規
模

な
ど
を
考
慮
し
て

開
設
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
で
最
新
の

情
報
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

市ホームページ
「避難場所」

出火防止のため、ガスの
元栓を閉め、電気のブ
レーカーを切りましょう。
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補助金の種類

●
結
成
補
助
金

●
防
災
資
機
材
・

●
指
定
備
蓄
品
購
入
補
助
金

●
防
災
訓
練
等
実
施
補
助
金

●
防
災
士
資
格
取
得
補
助
金

　災害時、自ら避難することが困難な高齢者や障害者などの避難行動要支援者には、手助けが必要です。そ
のため、平時のうちから地域の要配慮者と交流を図るとともに円滑な避難体制づくりを推進するために、地域の
中で可能な範囲での避難支援をお願いします。

避難行動要支援者避難支援制度とは
　市では、災害対策基本法における避難行動要支援者名簿の登録対象者のうち、本人同意が得られた方に対して、
市が避難支援プラン（緊急時の連絡先、避難方法等を記したもの）の確認等を行った後、災害の発生に備えて避難支
援等関係者と避難支援に必要な情報を共有する取組を行っています。
　希望される方は、市長寿社会課に「避難行動要支援者避難支援プラン（個別計画）」を記入し、提出ください。
　なお、施設・病院に入所・入院されている方は、本制度の対象外です。

避難行動要支援者名簿の登録対象者
▼介護保険制度の要介護３以上に該当する方
▼身体障害者手帳の１級から２級に該当する方
▼療育手帳Ａに該当する方
▼精神障害者保健福祉手帳１級に該当する方
▼その他支援を必要とする方（旧災害時要援護者、避難
行動要支援者名簿の登録対象者相当の方等）

避難支援等関係者
▼下松市消防本部
▼下松警察署
▼民生委員・児童委員
▼下松市社会福祉協議会
▼自主防災組織
▼消防団
▼自治会

※災害時、地域の支援者や支援団体の方も被災する可能性があります。そのため、避難支援は、地域の支援者や支援団体等の善意に
より可能な範囲で行うものであり、法的な責任や義務を負うものではありません。

避難行動要支援者避難支援制度についてのお問い合わせは、市長寿社会課福祉政策係　☎0833-　  -1833自主防災組織に関するお問い合わせは、市防災危機管理課　☎0833-   　-1832

地域ぐるみで支援しましょう高齢者・病人
●おぶって安全な場所まで避難
する。
●複数の介助者で対応する。

目の不自由な方
●声をかけ情報を伝える。
●誘導する場合は、杖を持った方の手に
は触れず、ひじのあたりを軽く持ってもら
い、半歩手前をゆっくり歩く。

肢体の不自由な方（車椅子）
●階段では２人以上が必要。上りは前向
き、下りは後ろ向きにして移動する。
●介護者が１人の場合、ひもなどを用意
し、おぶって避難する。

耳の不自由な方
●話す時は、口をハッキリと開け、
相手にわかりやすいようにす
る。
●手話、筆談、身振りなどの方法
で正確な情報を伝える。

避
難
し
て

く
だ
さ
い

地域の
支援組織や
住民が

できることは？

●平時から要配慮者などと交流する。
●避難時の支援方法を話し合う。
●要配慮者の特性を理解する。

要配慮者
本人や
その家族が
できることは？

●助かるための準備をする。
●平時から地域の方と可能な範囲で
交流をしておく。

　
避
難
活
動
の
中
心
的

役
割
と
し
て
、避
難
場

所
ま
で
の
誘
導
や
、避

難
所
の
開
設
・
運
営
、

給
食
・
給
水
活
動
な

ど
を
行
う
。

阪神淡路大震災の救助割合

害
時
の
役
割
は
、自
助
７

割
、共
助
２
割
、公
助
１

割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
公
的
な
救
助
に

よ
り
助
か
っ
た
人
の
割
合
は

1.
7
%
で
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

家
族
や
近
所
の
人
な
ど
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分

た
ち
の
命
、自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
考
え

方
の
も
と
、自
主
的
に
防
災
活
動

を
行
う
組
織
の
こ
と
を
いい
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

災

災
害
時
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
作
り
方

補
助
金
制
度

手
順
●

町
内
会・自
治
会
の
会
議
で

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

を
議
題
に
す
る

1

自
主
防
災
組
織
と
し
て
認
定

さ
れ
た
団
体
の
運
営
や
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
順
●

会
議
で
自
主
防
災
組
織
結

成
案
の
討
議・可
決

2

手
順
●

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・

活
動
の
開
始

3

普
段
の
活
動

　
地
域
や
家
庭
内
の
防
災
対

策
の
確
認
や
救
護
の
必
要
な

方
の
確
認
、避
難
経
路
の
把
握

な
ど
を
行
う
。

　
ま
た
、防
災
知
識
の
普
及
や

意
識
啓
発
な
ど
を
行
う
。

●
地
域・家
庭
の
安
全
対
策

　
災
害
の
正
し
い
情
報
を
集

め
、混
乱
の
な
い
よ
う
住
民
に
伝

達
す
る
。

●
災
害
情
報
の
収
集・伝
達

　
災
害
の
発
生
に
よ
り
、被
害

に
あ
っ
た
人
の
救
出
・
救
助
、負

傷
者
へ
の
応
急
処
置
な
ど
の
協

力
を
行
う
。

●
救
出・救
助

●
避
難
誘
導・避
難
所
運
営

　
情
報
収
集
・
伝
達
、初
期
消

火
、救
出・救
助
、避
難
、給
食・

給
水
な
ど
に
必
要
な
資
機
材
を

備
え
て
お
く
。

●
防
災
用
資
機
材
な
ど
の
整
備

　
災
害
を
想
定
し
た
避
難
所
へ

の
避
難
誘
導
訓
練
や
、炊
き
出

し
な
ど
の
避
難
所
運
営
を
想
定

し
た
訓
練
を
行
う
。

●
防
災
訓
練
の
実
施

市が支援
します

救助隊に：1.7％

自力で

34.9％

その他：0.9％

家族に

31.9％

友人・隣人に

28.1％

通行人に：2.5％

※兵庫県南部地震における火災に関する報告書
　日本火災学会より

消火訓練

炊き出し
訓練

安全パトロール

救急救命
講習　

ひ　　  な    ん

じ            

し
ゅ         

ぼ    

う     

さ    

い          

そ          

し    

き

こ    う      ど    う        よ    う          し           え    ん         しゃ

 避難行動要支援者
自
主
防
災
組
織

地域や近所で
支え合おう！

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
自
主
防
災
組
織
」

45 45
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補助金の種類

●
結
成
補
助
金

●
防
災
資
機
材
・

●
指
定
備
蓄
品
購
入
補
助
金

●
防
災
訓
練
等
実
施
補
助
金

●
防
災
士
資
格
取
得
補
助
金

　災害時、自ら避難することが困難な高齢者や障害者などの避難行動要支援者には、手助けが必要です。そ
のため、平時のうちから地域の要配慮者と交流を図るとともに円滑な避難体制づくりを推進するために、地域の
中で可能な範囲での避難支援をお願いします。

避難行動要支援者避難支援制度とは
　市では、災害対策基本法における避難行動要支援者名簿の登録対象者のうち、本人同意が得られた方に対して、
市が避難支援プラン（緊急時の連絡先、避難方法等を記したもの）の確認等を行った後、災害の発生に備えて避難支
援等関係者と避難支援に必要な情報を共有する取組を行っています。
　希望される方は、市長寿社会課に「避難行動要支援者避難支援プラン（個別計画）」を記入し、提出ください。
　なお、施設・病院に入所・入院されている方は、本制度の対象外です。

避難行動要支援者名簿の登録対象者
▼介護保険制度の要介護３以上に該当する方
▼身体障害者手帳の１級から２級に該当する方
▼療育手帳Ａに該当する方
▼精神障害者保健福祉手帳１級に該当する方
▼その他支援を必要とする方（旧災害時要援護者、避難
行動要支援者名簿の登録対象者相当の方等）

避難支援等関係者
▼下松市消防本部
▼下松警察署
▼民生委員・児童委員
▼下松市社会福祉協議会
▼自主防災組織
▼消防団
▼自治会

※災害時、地域の支援者や支援団体の方も被災する可能性があります。そのため、避難支援は、地域の支援者や支援団体等の善意に
より可能な範囲で行うものであり、法的な責任や義務を負うものではありません。

避難行動要支援者避難支援制度についてのお問い合わせは、市長寿社会課福祉政策係　☎0833-　  -1833自主防災組織に関するお問い合わせは、市防災危機管理課　☎0833-   　-1832

地域ぐるみで支援しましょう高齢者・病人
●おぶって安全な場所まで避難
する。
●複数の介助者で対応する。

目の不自由な方
●声をかけ情報を伝える。
●誘導する場合は、杖を持った方の手に
は触れず、ひじのあたりを軽く持ってもら
い、半歩手前をゆっくり歩く。

肢体の不自由な方（車椅子）
●階段では２人以上が必要。上りは前向
き、下りは後ろ向きにして移動する。
●介護者が１人の場合、ひもなどを用意
し、おぶって避難する。

耳の不自由な方
●話す時は、口をハッキリと開け、
相手にわかりやすいようにす
る。
●手話、筆談、身振りなどの方法
で正確な情報を伝える。

避
難
し
て

く
だ
さ
い

地域の
支援組織や
住民が

できることは？

●平時から要配慮者などと交流する。
●避難時の支援方法を話し合う。
●要配慮者の特性を理解する。

要配慮者
本人や
その家族が
できることは？

●助かるための準備をする。
●平時から地域の方と可能な範囲で
交流をしておく。

　
避
難
活
動
の
中
心
的

役
割
と
し
て
、避
難
場

所
ま
で
の
誘
導
や
、避

難
所
の
開
設
・
運
営
、

給
食
・
給
水
活
動
な

ど
を
行
う
。

阪神淡路大震災の救助割合

害
時
の
役
割
は
、自
助
７

割
、共
助
２
割
、公
助
１

割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
公
的
な
救
助
に

よ
り
助
か
っ
た
人
の
割
合
は

1.
7
%
で
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

家
族
や
近
所
の
人
な
ど
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分

た
ち
の
命
、自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
考
え

方
の
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と
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主
的
に
防
災
活
動
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行
う
組
織
の
こ
と
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す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

災

災
害
時
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
作
り
方

補
助
金
制
度

手
順
●

町
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治
会
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会
議
で

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
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議
題
に
す
る

1
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定
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体
の
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動
を
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る
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め
の
補
助
金
制
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。
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2
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防
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組
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活
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始

3
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の
活
動
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対
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難
経
路
の
把
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な
ど
を
行
う
。

　
ま
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及
や
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啓
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な
ど
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※兵庫県南部地震における火災に関する報告書
　日本火災学会より
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・がけからにごった水が出る
・地下水やわき水が止まる
・がけから音がする

大雨による浸水から身を守ろう土砂災害の種類と特徴

　
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、大
雨

が
降
っ
た
時
な
ど
緊
急
時
に
家
屋

等
の
財
産
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

に
必
要
な
土
の
う
を
貯
蔵
す
る
施

設
で
す
。

　
大
雨
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は
、

貯
蔵
し
た
土
の
う
を
ご
自
由
に
活

用
く
だ
さ
い
。

〇
設
置
場
所（
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
）

　
上
恋
ヶ
浜
自
治
会
館
、恋
ヶ
浜

調
整
池
、東
豊
井
自
治
会
倉
庫

前
、栄
町
公
園
、下
松
市
役
所
、中

島
町
公
園
、谷
中
戸
原
集
会
所
、

久
保
公
民
館
、末
武
公
民
館
、上

藤
光
公
園
、中
村
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、花
岡
公
民
館
、本
浦
公
園
、

笠
戸
島
公
民
館
、深
浦
公
園
ほ
か

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、大
雨
警

報
の
発
表
中
に
、土
砂
災
害
発
生
の

危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
、山
口
県

と
下
関
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発

表
す
る
情
報
で
す
。土
砂
災
害
の
危

険
性
が
あ
る
区
域
で
は
、土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、た
だ

ち
に
避
難
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
区
域

で
は
立
退
き
避
難
が
原
則
で
す
が
、

既
に
危
険
が
迫
り
そ
の
余
裕
が
な
い

な
ど
の
場
合
は
、崖
と
は
反
対
側
の

上
階
な
ど
、現
在
い
る
建
物
の
中
で

最
も
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
屋

内
安
全
確
保
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら

助
か
る
●
●
●
●

●雨の降り方と警報・注意報のめやす

大雨が降ったり地震によって地
盤が緩んだりして、突然崩れ落ち
ること。

・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水がにごる
・がけや斜面から水がふき出す

緩やかな坂で粘土のような滑り
やすい土に雨がしみて地面が動
くこと。

・山鳴りがする
・雨が降り続いているの
に、川の水位が下がる

長引く雨や台風の大雨で、谷や
山の地面の土や石が一気に流さ
れること。

　
一
般
的
に
土
石
流
が
流
れ
る
ス

ピ
ー
ド
は
、お
よ
そ
時
速
40
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
す
。も
し
も
土
石
流

に
遭
遇
し
た
ら
、襲
っ
て
く
る
方

向
と
は
横
向
き
に
高
い
場
所
を
目

指
し
て
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

前兆現象

前兆現象

前兆現象

●
が
け
崩
れ

●
地
す
べ
り

●
土
石
流

10～20ミリ

1時間の雨量 予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況

やや強い雨 ザーザーと降る。 長く続く時は注意が必要。

どしゃ降り。

バケツをひっくり返した
ように降る。
滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）。
息が苦しくなるような、圧迫
感がある。恐怖を感じる。

強い雨

激しい雨

非常に
激しい雨

猛烈な雨

20～30ミリ

30～50ミリ

50～80ミリ

80ミリ以上

側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の
がけ崩れが始まる。
山崩れ、がけ崩れが起きやすくなり危険地帯
では避難の準備が必要。

雨による大規模な災害の発生するおそれが
強く厳重な警戒が必要。

都市部では地下室に雨水が流れ込む場合があ
る。土石流が起こりやすい。多くの災害が発生。

離れた場所の
雨にも注意

近くで強い雨が降っ
ていなくても、上流
側で降った雨が流
れてきて、危険な状
態になる場合があり
ます。

洪水（外水氾濫）
河川の堤防から水が溢れたり、
堤防が決壊したりして発生する。

内水氾濫
水路や下水道などで排水能力を超える、または流末
の河川水位が高く排水できないことにより発生する。

注意報や警報になって
いない雨にも注意
大雨や洪水の注
意報・警報の発令
基準に達していな
い雨でも、災害が
発生するおそれが
あります。

河川や水路などの雨水排水能
力を大きく超える雨が降ると、
短時間であっても氾濫が発生
し、危険な状態になる場合があ
ります。前線の位置や線状降
水帯の発生に注意しましょう。

集中豪雨をもたらす
前線や線状降水帯に注意

「下松市洪水・土砂災
害ハザードマップ」と
併せてご覧ください。

併用してください

Pick
up

「下松市洪水・土砂災
害ハザードマップ」と
併せてご覧ください。

併用してください

Pick
up

ポ
イ
ン
ト

大
雨

お    

お      

あ    

め

近
年
増
加
し
て
いる
風
水
害
。

集
中
豪
雨
や
長
雨
に
ご
注
意
下
さ
い。

土
砂
災
害

ど          

し
ゃ         

さ     

い      

が     

い

雨
が
多
く
な
れ
ば
地
盤
が
緩
く
な
り
、

土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

市
土
木
課
管
理
係
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０
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市
土
木
課
管
理
係

☎
０
８
３
３-      -

１
８
５
０

お
問
い
合
わ
せ
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台風の強さ・大きさと階級

強
風
・
大
雨
の

家
庭
で
の
対
策

高
潮
ま
め
知
識

風
の
向
き
と

強
さ
の
関
係

発
生・接
近・上
陸

台
風
情
報
に
注
視
を

風
の
雨
と
風
は
、進
行

方
向
の
右
側
が
強
く
、

左
側
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。自

分
の
家
や
地
域
が
台
風
の
ど
ち

ら
側
に
あ
り
、ど
の
く
ら
い
雨
と

風
の
影
響
を
受
け
る
の
か
を
天

気
予
報
な
ど
で
チ
ェッ
ク
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

台

階　級 最大風速 階　級 大きさ

大型
（大きい）

超大型
（非常に大きい）

熱
帯
の
海
上
で
発
生
す
る
熱
帯
低
気
圧
の
う

ち
、最
大
風
速
が
お
よ
そ
毎
秒
17
メ
ー
ト
ル
以

上
に
なっ
た
も
の
が
台
風
と
呼
ば
れ
ま
す
。

台
風
が
北
上
し
、日
本
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
、気
象
庁
が
進
路
予
測
を
行
い
ま
す
。

年
平
均
25
個
の
台
風
が
発
生
し
、そ
の
う
ち
平

均
３
個
が
日
本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。上
陸
す

る
台
風
だ
け
で
は
な
く
、接
近
す
る
台
風
で
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

台
風
上
陸

台
風
接
近

台
風
発
生

高
潮
発
生
の
し
く
み

台風や低気圧の中
心はまわりより気圧が
低く、空気が海水面
を吸い上げる。

強い風が海から海岸
へ吹くと、海水も海岸
に吹きよせられて海
面が上昇する。

大きな波が絶え間な
くおしよせると、海水
が海岸にたまって海
面が上昇する。

日本にくる台風の多くが南西から
北東に向かって進みます。台風
の接近には気をつけましょう。

平均海水面より低い土地は浸水
の危険性が高い。

押しよせた波が海岸の近くでいっき
に高くなる。

高潮の被害と河川のはんらんなど
危険が重なる。

押しよせた海水がたまり、湾内の水
位が上がる。

海水が集中しやすく、水位が上がる
危険性がある。

知 っ と こ ！
高潮のときに
危険な場所を
ピックアップ！

ゼロメートル地帯

気圧の低下 風の吹きよせ 大波

急に深くなる海底地形 河口のまわり

湾の奥のほう 山と谷に囲まれた場所

「下松市高潮ハザードマップ」と併
せてご覧ください。

併用してください

Pick
up

500km以上
800km未満

33m/s以上 44m/s未満

44m/s以上 54m/s未満

54m/s以上
800km以上

強い

非常に強い

猛烈な

地
下
室
に
い
る
場
合
は
、

早
く
地
上
へ
移
動
す
る
。

家
庭
内
か
ら
の
排
水
を
控
え
る
。

（
風
呂
水
の
排
水
、洗
濯
な
ど
）

家
の
外
の
確
認

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
、流
さ
れ

そ
う
な
も
の
を
片
付
け
る
。 

な
ど

家
の
中
の
確
認

窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
に
備
え
、内
側

か
ら
テ
ー
プ
を
は
る
。

カ
ー
テ
ン
を
お
ろ
す
。 

な
ど

大
事
な
家
財
な
ど
を
高
い
場
所

（
２
階
な
ど
）に
移
す
。

簡
単
な
浸
水
対
策

水
の
う
や
土
の
う
で
入
り
口
を
囲

む
。タ
オ
ル
で
窓
の
す
き
間
を
ふ

さ
ぐ
。な
ど

家
族
の
居
場
所
を
確
認

離
れ
て
い
た
ら
安
否
を
確
認
し
、

避
難
を
事
前
に
連
絡
す
る
。

避
難
の
準
備

持
出
品
を
用
意
す
る
。避
難
先
、

避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

　
高
潮
は
台
風
や
強
い
低
気
圧
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
場
合
が

多
い
の
で
、次
の
よ
う
な
場
合
は

特
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
の
接
近
が
、大
潮
の
満
潮
時
と
重

な
る
と
き
。

●
台
風
が
下
松
市
周
辺
、あ
る
い
は
下
松
市

の
西
側
を
通
過
し
そ
う
な
と
き
。

避
難
確
保
計
画
の
作
成
を
！

　
水
防
法
や
土
砂
災
害
防
止
法

に
よ
り
、高
潮
や
洪
水
な
ど
の
浸

水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
所
在
す
る
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
管
理
者
等
は
、避
難

確
保
計
画
の
作
成
及
び
避
難
訓

練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、市
長
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　●
避
難
確
保
計
画

　高
潮
や
洪
水
な
ど
の
水
害
や
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の

確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
た
計
画
。

　
●
要
配
慮
者
利
用
施
設

　社
会
福
祉
施
設
、学
校
、医
療
施
設
そ
の

他
の
主
と
し
て
防
災
上
の
配
慮
を
要
す

る
人
が
利
用
す
る
施
設
。

台
風

た     

い     

ふ    

う

台
風
は
雨
、
風
、
気
圧
に
よ
り

様
々
な
複
合
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
潮

た     

か     

し    

お

海
水
が
防
波
堤
を
乗
り
越
え
、
道
路
や

家
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

風速 15m/s以上半径
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台風の強さ・大きさと階級

強
風
・
大
雨
の

家
庭
で
の
対
策

高
潮
ま
め
知
識

風
の
向
き
と

強
さ
の
関
係

発
生・接
近・上
陸

台
風
情
報
に
注
視
を

風
の
雨
と
風
は
、進
行

方
向
の
右
側
が
強
く
、

左
側
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。自

分
の
家
や
地
域
が
台
風
の
ど
ち

ら
側
に
あ
り
、ど
の
く
ら
い
雨
と

風
の
影
響
を
受
け
る
の
か
を
天

気
予
報
な
ど
で
チ
ェッ
ク
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

台

階　級 最大風速 階　級 大きさ

大型
（大きい）

超大型
（非常に大きい）

熱
帯
の
海
上
で
発
生
す
る
熱
帯
低
気
圧
の
う

ち
、最
大
風
速
が
お
よ
そ
毎
秒
17
メ
ー
ト
ル
以

上
に
なっ
た
も
の
が
台
風
と
呼
ば
れ
ま
す
。

台
風
が
北
上
し
、日
本
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
、気
象
庁
が
進
路
予
測
を
行
い
ま
す
。

年
平
均
25
個
の
台
風
が
発
生
し
、そ
の
う
ち
平

均
３
個
が
日
本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。上
陸
す

る
台
風
だ
け
で
は
な
く
、接
近
す
る
台
風
で
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

台
風
上
陸

台
風
接
近

台
風
発
生

高
潮
発
生
の
し
く
み

台風や低気圧の中
心はまわりより気圧が
低く、空気が海水面
を吸い上げる。

強い風が海から海岸
へ吹くと、海水も海岸
に吹きよせられて海
面が上昇する。

大きな波が絶え間な
くおしよせると、海水
が海岸にたまって海
面が上昇する。

日本にくる台風の多くが南西から
北東に向かって進みます。台風
の接近には気をつけましょう。

平均海水面より低い土地は浸水
の危険性が高い。

押しよせた波が海岸の近くでいっき
に高くなる。

高潮の被害と河川のはんらんなど
危険が重なる。

押しよせた海水がたまり、湾内の水
位が上がる。

海水が集中しやすく、水位が上がる
危険性がある。

知 っ と こ ！
高潮のときに
危険な場所を
ピックアップ！

ゼロメートル地帯

気圧の低下 風の吹きよせ 大波

急に深くなる海底地形 河口のまわり

湾の奥のほう 山と谷に囲まれた場所

「下松市高潮ハザードマップ」と併
せてご覧ください。

併用してください

Pick
up

500km以上
800km未満

33m/s以上 44m/s未満

44m/s以上 54m/s未満

54m/s以上
800km以上

強い

非常に強い

猛烈な

地
下
室
に
い
る
場
合
は
、

早
く
地
上
へ
移
動
す
る
。

家
庭
内
か
ら
の
排
水
を
控
え
る
。

（
風
呂
水
の
排
水
、洗
濯
な
ど
）

家
の
外
の
確
認

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
、流
さ
れ

そ
う
な
も
の
を
片
付
け
る
。 

な
ど

家
の
中
の
確
認

窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
に
備
え
、内
側

か
ら
テ
ー
プ
を
は
る
。

カ
ー
テ
ン
を
お
ろ
す
。 

な
ど

大
事
な
家
財
な
ど
を
高
い
場
所

（
２
階
な
ど
）に
移
す
。

簡
単
な
浸
水
対
策

水
の
う
や
土
の
う
で
入
り
口
を
囲

む
。タ
オ
ル
で
窓
の
す
き
間
を
ふ

さ
ぐ
。な
ど

家
族
の
居
場
所
を
確
認

離
れ
て
い
た
ら
安
否
を
確
認
し
、

避
難
を
事
前
に
連
絡
す
る
。

避
難
の
準
備

持
出
品
を
用
意
す
る
。避
難
先
、

避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

　
高
潮
は
台
風
や
強
い
低
気
圧
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
場
合
が

多
い
の
で
、次
の
よ
う
な
場
合
は

特
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
の
接
近
が
、大
潮
の
満
潮
時
と
重

な
る
と
き
。

●
台
風
が
下
松
市
周
辺
、あ
る
い
は
下
松
市

の
西
側
を
通
過
し
そ
う
な
と
き
。

避
難
確
保
計
画
の
作
成
を
！

　
水
防
法
や
土
砂
災
害
防
止
法

に
よ
り
、高
潮
や
洪
水
な
ど
の
浸

水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
所
在
す
る
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
管
理
者
等
は
、避
難

確
保
計
画
の
作
成
及
び
避
難
訓

練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、市
長
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　●
避
難
確
保
計
画

　高
潮
や
洪
水
な
ど
の
水
害
や
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の

確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
た
計
画
。

　
●
要
配
慮
者
利
用
施
設

　社
会
福
祉
施
設
、学
校
、医
療
施
設
そ
の

他
の
主
と
し
て
防
災
上
の
配
慮
を
要
す

る
人
が
利
用
す
る
施
設
。

台
風

た     

い     

ふ    

う

台
風
は
雨
、
風
、
気
圧
に
よ
り

様
々
な
複
合
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
潮

た     

か     

し    

お

海
水
が
防
波
堤
を
乗
り
越
え
、
道
路
や

家
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

風速 15m/s以上半径
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地震発生時、あなたがとるべき行動は？

地震発生後、あなたがとるべき行動は？

屋外にいたら屋外にいたら

もしものときに、
身を守る方法

避難所の運営

●大きな揺れを感じたら、テー
ブルの下に隠れ、身を守り
ましょう。
●裸足で歩きまわらないよう
にしましょう。
●乳幼児や病人、高齢者など
の要配慮者の安全を確保
しましょう。

●窓際や資料棚など、物が落ちて
くる場所から離れて、机の下な
どに入って身を守りましょう。
●揺れがおさまったらガスの元栓を
閉めるなど火元を確認しましょう。

●先生や校内放送の指示に
従いましょう。

●教室内にいるときは、すぐに
机の下にもぐり、身を守りま
しょう。
●窓や本棚から離れて、安全
な場所（グラウンドや体育
館など）
に移動し
ましょう。

●自動停止した階で降りましょう。
自動停止しなければ、すべての
階のボタンを押し、停止した階
で外に出ま
しょう。
●閉じ込められ
た時は、非常
ボタンやイン
ターホンで連
絡をとり、救出
を待ちましょ
う。

●会社では

●学校では

●家の中では

施設管理者、避難
住民、市職員が協
力して運営します。

●住民と協力

住民の安否確認や災
害情報などの掲示板や
伝言板を設置します。

●安否の確認

浄水場や給水拠点の受水槽、
または給水車などから必要に
応じて水を確保しましょう。

●飲料水の確保

●エレベーターの中では

●ガラスや看板、がれき
などの落下物に注意
しましょう。
●落下物の中では手荷物な
どで頭を守りながら、近く
のビルなどに逃げましょう。

●柱や壁に身を寄せて、あ
わてずに揺れがおさまる
のを待ちましょう。

●火災が発生した場合
は、ハンカチなどで鼻と
口をおおって、壁づたい
に姿勢を低くして地上
を目指しましょう。

●将棋倒しや落下物に
注意して、つり革や手
すりにつかまりましょう。
●座っているときは、足を
踏ん張って状態を前
かがみに、手荷物など
で頭を守りましょう。

●道路の左側に停車し、
揺れがおさまるまで車内
ラジオなどで情報を聞き
ましょう。
●避難が必要なときは、キー
はつけたまま、ロックせ
ず、車検証などを持って、
徒歩で避難しましょう。

●繁華街では ●地下街では

●電車の中では ●車の運転中では

ワンポ
イント

アドバ
イス

●落ち着いて、自分の身を守る

●揺れがおさまってから、すばやく
火を始末する

●ドアや窓を開けて、逃げ道を確
保する

STEP1　まずは…

●火元を確認、出火していたら初
期消火

●家族や周りの人の安全を確認

●非常持出品を手近に用意する

●逃げるときは靴をはく

STEP2　次に…

屋内にいたら屋内にいたら

発生後の動き発生後の動き

大災害により、避難者が多数となった場
合、避難生活を送る場所です。「避難指
示」などによって、避難する場合と、自主
避難する場合があります。

●指定避難所

●家にとどまる1

3

大地震による延焼火災やその他の危険から
避難する場所です。

●近くの公園・広域避難場所へ2

自宅の安全が
確認できたときは

自宅に
戻れないときは

「下松市揺れやすさ
マップ」と併せてご
覧ください。

併用してください

Pick
up

地震
発生 ！

自宅建物に火災や倒壊の危険がないとき
は、必ずしも避難をする必要はありませ
ん。（状況に応じて自己判断で行動しましょう。）

家
の
ま
わ
り
の

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

屋外 屋内
●屋根
アンテナはしっかりと固定し
ましょう。瓦などをチェックし
てひび割れやずれがあれば
補強をしましょう。

●ベランダ
植木鉢や物干し竿などには
落下防止策をしましょう。ベ
ランダからの避難・救助を考
え、整理整頓をしましょう。

●ブロック塀
しっかりとした基礎や鉄筋で
補強をしましょう。ひび割
れ、傾き、鉄筋のさびがある
場合は修理しましょう。

●出入口
玄関など出入口までの通路
に、家具や大きな荷物など
倒れやすいものを置かない
ようにしましょう。

●寝室
寝ている場所に家具などが
倒れないようにしましょう。ま
た、避難の妨げにならないよ
うに家具を配置しましょう。

●キッチン
食器の落下防止のため、扉開
き防止器具や飛び出し防止枠
を付けましょう。滑り止めにふき
んを引いても効果的です。

置き方の工夫
・倒れたときにドアの開閉を妨げないよう
に注意しましょう。
・家具の下部前方に板を入れて、壁にも
たれ気味に置きましょう。

収納の工夫
・本棚などは、隙間をブック
エンドで固定するなどして、
なるべく空間を作らないよ
うにしましょう。
・軽いものを上に、重いもの
を下に収納するようにしま
しょう。

やってみよう！家庭での家具の安全対策やってみよう！家庭での家具の安全対策

安全器具の
取り付け方
・転倒防止金具・ポールは壁・柱などと
家具を固定するタイプや天井・床など
に固定するタイプがあります。家具や
室内の状況によって使いわけましょう。
・粘着性のジェルマットなどは安価で簡
単にできる対策のひとつです。

パソコンやテレビなどの家電類
は、粘着性のジェルマットなどで
倒れないように固定しましょう。

壁や床に直接固定できない場合
は、２種類以上の器具を使って、
上下から固定しましょう。

Ｌ字型金具などで、壁や床にしっ
かりと家具を固定しましょう。
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●
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の
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を
守
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た
め
の

   
第
一
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上記住宅で、耐震診断の結果が
評点1.0未満のものを、
1.0以上にする改修工事

改修費用の4／5（限度額100万円）
※年間3戸まで

昭和56年5月31日以前に
着工された、市内にある

3階建て以下の戸建て木造住宅

診断費用無料
※年間10戸まで

耐 震 診 断

耐 震 改 修

建物の耐震診断・改修を補助します。市
住
宅
建
築
課
住
宅
係

☎
０
８
３
３-      -

１
８
５
１

お
問
い
合
わ
せ
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上記補助制度は、令和４年３月現在のものです。詳細については、左
記までお問い合わせください。
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地震発生時、あなたがとるべき行動は？

地震発生後、あなたがとるべき行動は？

屋外にいたら屋外にいたら

もしものときに、
身を守る方法

避難所の運営

●大きな揺れを感じたら、テー
ブルの下に隠れ、身を守り
ましょう。
●裸足で歩きまわらないよう
にしましょう。
●乳幼児や病人、高齢者など
の要配慮者の安全を確保
しましょう。

●窓際や資料棚など、物が落ちて
くる場所から離れて、机の下な
どに入って身を守りましょう。
●揺れがおさまったらガスの元栓を
閉めるなど火元を確認しましょう。

●先生や校内放送の指示に
従いましょう。

●教室内にいるときは、すぐに
机の下にもぐり、身を守りま
しょう。
●窓や本棚から離れて、安全
な場所（グラウンドや体育
館など）
に移動し
ましょう。

●自動停止した階で降りましょう。
自動停止しなければ、すべての
階のボタンを押し、停止した階
で外に出ま
しょう。
●閉じ込められ
た時は、非常
ボタンやイン
ターホンで連
絡をとり、救出
を待ちましょ
う。

●会社では

●学校では

●家の中では

施設管理者、避難
住民、市職員が協
力して運営します。

●住民と協力

住民の安否確認や災
害情報などの掲示板や
伝言板を設置します。

●安否の確認

浄水場や給水拠点の受水槽、
または給水車などから必要に
応じて水を確保しましょう。

●飲料水の確保

●エレベーターの中では

●ガラスや看板、がれき
などの落下物に注意
しましょう。
●落下物の中では手荷物な
どで頭を守りながら、近く
のビルなどに逃げましょう。

●柱や壁に身を寄せて、あ
わてずに揺れがおさまる
のを待ちましょう。

●火災が発生した場合
は、ハンカチなどで鼻と
口をおおって、壁づたい
に姿勢を低くして地上
を目指しましょう。

●将棋倒しや落下物に
注意して、つり革や手
すりにつかまりましょう。
●座っているときは、足を
踏ん張って状態を前
かがみに、手荷物など
で頭を守りましょう。

●道路の左側に停車し、
揺れがおさまるまで車内
ラジオなどで情報を聞き
ましょう。
●避難が必要なときは、キー
はつけたまま、ロックせ
ず、車検証などを持って、
徒歩で避難しましょう。

●繁華街では ●地下街では

●電車の中では ●車の運転中では

ワンポ
イント

アドバ
イス

●落ち着いて、自分の身を守る

●揺れがおさまってから、すばやく
火を始末する

●ドアや窓を開けて、逃げ道を確
保する

STEP1　まずは…

●火元を確認、出火していたら初
期消火

●家族や周りの人の安全を確認

●非常持出品を手近に用意する

●逃げるときは靴をはく

STEP2　次に…

屋内にいたら屋内にいたら

発生後の動き発生後の動き

大災害により、避難者が多数となった場
合、避難生活を送る場所です。「避難指
示」などによって、避難する場合と、自主
避難する場合があります。

●指定避難所

●家にとどまる1

3

大地震による延焼火災やその他の危険から
避難する場所です。

●近くの公園・広域避難場所へ2

自宅の安全が
確認できたときは

自宅に
戻れないときは

「下松市揺れやすさ
マップ」と併せてご
覧ください。

併用してください

Pick
up

地震
発生 ！

自宅建物に火災や倒壊の危険がないとき
は、必ずしも避難をする必要はありませ
ん。（状況に応じて自己判断で行動しましょう。）

家
の
ま
わ
り
の

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

屋外 屋内
●屋根
アンテナはしっかりと固定し
ましょう。瓦などをチェックし
てひび割れやずれがあれば
補強をしましょう。

●ベランダ
植木鉢や物干し竿などには
落下防止策をしましょう。ベ
ランダからの避難・救助を考
え、整理整頓をしましょう。

●ブロック塀
しっかりとした基礎や鉄筋で
補強をしましょう。ひび割
れ、傾き、鉄筋のさびがある
場合は修理しましょう。

●出入口
玄関など出入口までの通路
に、家具や大きな荷物など
倒れやすいものを置かない
ようにしましょう。

●寝室
寝ている場所に家具などが
倒れないようにしましょう。ま
た、避難の妨げにならないよ
うに家具を配置しましょう。

●キッチン
食器の落下防止のため、扉開
き防止器具や飛び出し防止枠
を付けましょう。滑り止めにふき
んを引いても効果的です。

置き方の工夫
・倒れたときにドアの開閉を妨げないよう
に注意しましょう。
・家具の下部前方に板を入れて、壁にも
たれ気味に置きましょう。

収納の工夫
・本棚などは、隙間をブック
エンドで固定するなどして、
なるべく空間を作らないよ
うにしましょう。
・軽いものを上に、重いもの
を下に収納するようにしま
しょう。

やってみよう！家庭での家具の安全対策やってみよう！家庭での家具の安全対策

安全器具の
取り付け方
・転倒防止金具・ポールは壁・柱などと
家具を固定するタイプや天井・床など
に固定するタイプがあります。家具や
室内の状況によって使いわけましょう。
・粘着性のジェルマットなどは安価で簡
単にできる対策のひとつです。

パソコンやテレビなどの家電類
は、粘着性のジェルマットなどで
倒れないように固定しましょう。

壁や床に直接固定できない場合
は、２種類以上の器具を使って、
上下から固定しましょう。

Ｌ字型金具などで、壁や床にしっ
かりと家具を固定しましょう。
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上記住宅で、耐震診断の結果が
評点1.0未満のものを、
1.0以上にする改修工事

改修費用の4／5（限度額100万円）
※年間3戸まで

昭和56年5月31日以前に
着工された、市内にある

3階建て以下の戸建て木造住宅

診断費用無料
※年間10戸まで

耐 震 診 断

耐 震 改 修

建物の耐震診断・改修を補助します。市
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上記補助制度は、令和４年３月現在のものです。詳細については、左
記までお問い合わせください。
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津
波
っ
て
な
に
？

津
波
発
生
時
の
命
を
守
る
行
動

津
波
か
ら
逃
げ
る

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

12

34

予報の種類

３ｍ程度～１０ｍを超
える“巨大”な津波が
予想されます。厳重
に警戒してください。

１ｍ～３ｍ程度の
“高い”津波が予想
されます。警戒して
ください。

高いところで１ｍ程
度の津波が予想さ
れます。注意してく
ださい。

強い地震
や長時間
の揺れを
感じた

大津波・
津波警報が
発表された

津波注意
報が発表
された

●海岸や沿岸部にいる人
は、直ちに高台や高いビ
ルなどの安全な場所へ避
難する。

●海沿いの地域以外の人も
テレビやラ
ジオで警戒
を続ける。

●海にいる人はすぐに、陸上の
安全な場所に避難する。

●沿岸部にいる
人は、避難準
備をする。

各避難場所の海ばつはHPでチェックしよう！

底
で
起
き
た
地
震
が
原
因
で
、海

水
が
陸
地
に
押
し
寄
せ
る
現
象
を

津
波
と
い
い
ま
す
。

　プ
レ
ー
ト
の
ゆ
が
み
が
元
に
戻
ろ
う
と

し
、は
ね
返
す
力
が
地
震
と
な
っ
て
海
の
水

を
陸
上
ま
で一気
に
押
し
上
げ
ま
す
。

海

津
波
の
危
険
地
域
で

は
、小
さ
な
揺
れ
で
も

避
難
を
最
優
先
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

1
小
さ
な
揺
れ
で
も

安
心
し
な
い

同
時
に
多
く
の
人
が

車
で
逃
げ
る
と
、渋
滞

が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
各
自

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

2
避
難
に
車
は
使
わ
な
い

津
波
は
と
て
も
速
い

の
で
、避
難
の
時
間
が

な
い
場
合
は
、遠
く
よ

り
も
高
い
場
所
に
逃

げ
ま
し
ょ
う
。

3
遠
く
よ
り
も
高
く
逃
げ
る

津
波
注
意
報

大
津
波
警
報

津
波
警
報

こんなときにはまずはこのような行動を

津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が解除されるまで、安全な
場所から離れないでください。

123

消
火
器
の
使
い
方

火
事
に
な
っ
た
そ
の
時

消
火
方
法
の
違
い

消
火
器
を
火
元
に
向
け
て
噴
射
し
ま
す
。な
い
場
合
は
、濡

ら
し
た
毛
布
な
ど
で
空
気
を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
か
し
て
、粉
末
消

火
器
で
消
火
し
ま
し
ょ
う
。水
系
消
火
器
は
感
電
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

電
気
機
器

上
に
燃
え
広
が
る
前
の
対
処
が
重
要
で
す
。カ
ー
テ
ン
は
引

き
ち
ぎ
り
、ふ
す
ま
や
障
子
は
け
り
倒
し
て
か
ら
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

カ
ー
テ
ン・ふ
す
ま・障
子

ま
ず
は
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。水
を
か
け
る
の
は
厳

禁
。消
火
器
が
な
い
場
合
は
、濡
ら
し
た
毛
布
な
ど
で
空
気

を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ロ（
天
ぷ
ら
油
）

消
火
器
や
水
で
消
火
し
ま
し
ょ
う
。水
の
準
備
が
無
い
場
合

は
、ほ
う
き
や
木
な
ど
で
た
た
い
て
消
し
、そ
の
後
、水
で
し
っ

か
り
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

た
き
火

レバーを強くにぎっ
て、噴射する

安全ピンに指をか
け、上に引き抜く

ホースをはずして、
火元に向ける

●避難するときは燃
えている部屋の窓
やドアを閉めて空
気を遮断しましょう。

●すみやかに避難し
ましょう。

●火がまだ横に広
がっているうちは
消火が可能です。
なべの水や濡れた
タオルなど身近なも
のを活用しましょう。

●大きな声で叫び、
周りに知らせま
しょう。
●小さな火事でも
119番通報をしま
しょう。

通報初期消火避難
危険を感じたら逃げる 火が大きくなる前に 「火事だ！」と叫ぶ

123
消
火
器
の
ラ
ベ
ル
に
は
適
し
た
火
災
種

別
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。一
般
家
庭

の
場
合
は
、万
能
タ
イ
プ
の
粉
末
消
火

器
か
強
化
液
消
火
器
が
便
利
で
す
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、火

災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、警
報
音

や
音
声
に
よ
り
火
災
発
生
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。「
警
報
に

よ
り
逃
げ
遅
れ
ず
に
済
ん
だ
。」「
火

災
に
至
ら
な
か
っ
た
。」な
ど
の
事
例

も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
は
お
近
く

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
な
ど

で
購
入
で
き
ま

す
。悪
質
な
訪
問

販
売
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、住
宅
用

火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る

た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

「
い
ざ
」と
い
う
と
き
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
き
ち
ん
と
働
く
よ
う
、日

頃
か
ら
作
動
確
認
と
お
手
入
れ
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

点
検
は
定
期
的（
年
２
回
）に
、

機
器
の
交
換
の
目
安
は
10
年
で
す
。

す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
３
３-      -

１
８
８
２

お
問
い
合
わ
せ

45

「下松市津波ハ
ザードマップ」と併
せてご覧ください。

併用してください

Pick
up

津
波

つ

　
　
　

  

な    

み

地
震
の
後
に
は
津
波
が
襲
っ
て
き
ま
す
。

海
沿
いに
住
ん
で
いな
く
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

火
災

か

　
　
　

  

さ    

い

火
事
の
と
き
は
、最
初

の「
通
報
」「
初
期
消
火
」

「
避
難
」が
大
切
で
す
。
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津
波
っ
て
な
に
？

津
波
発
生
時
の
命
を
守
る
行
動

津
波
か
ら
逃
げ
る

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

12

34

予報の種類

３ｍ程度～１０ｍを超
える“巨大”な津波が
予想されます。厳重
に警戒してください。

１ｍ～３ｍ程度の
“高い”津波が予想
されます。警戒して
ください。

高いところで１ｍ程
度の津波が予想さ
れます。注意してく
ださい。

強い地震
や長時間
の揺れを
感じた

大津波・
津波警報が
発表された

津波注意
報が発表
された

●海岸や沿岸部にいる人
は、直ちに高台や高いビ
ルなどの安全な場所へ避
難する。

●海沿いの地域以外の人も
テレビやラ
ジオで警戒
を続ける。

●海にいる人はすぐに、陸上の
安全な場所に避難する。

●沿岸部にいる
人は、避難準
備をする。

各避難場所の海ばつはHPでチェックしよう！

底
で
起
き
た
地
震
が
原
因
で
、海

水
が
陸
地
に
押
し
寄
せ
る
現
象
を

津
波
と
い
い
ま
す
。

　プ
レ
ー
ト
の
ゆ
が
み
が
元
に
戻
ろ
う
と

し
、は
ね
返
す
力
が
地
震
と
な
っ
て
海
の
水

を
陸
上
ま
で一気
に
押
し
上
げ
ま
す
。

海

津
波
の
危
険
地
域
で

は
、小
さ
な
揺
れ
で
も

避
難
を
最
優
先
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

1
小
さ
な
揺
れ
で
も

安
心
し
な
い

同
時
に
多
く
の
人
が

車
で
逃
げ
る
と
、渋
滞

が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
各
自

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

2
避
難
に
車
は
使
わ
な
い

津
波
は
と
て
も
速
い

の
で
、避
難
の
時
間
が

な
い
場
合
は
、遠
く
よ

り
も
高
い
場
所
に
逃

げ
ま
し
ょ
う
。

3
遠
く
よ
り
も
高
く
逃
げ
る

津
波
注
意
報

大
津
波
警
報

津
波
警
報

こんなときにはまずはこのような行動を

津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が解除されるまで、安全な
場所から離れないでください。

123

消
火
器
の
使
い
方

火
事
に
な
っ
た
そ
の
時

消
火
方
法
の
違
い

消
火
器
を
火
元
に
向
け
て
噴
射
し
ま
す
。な
い
場
合
は
、濡

ら
し
た
毛
布
な
ど
で
空
気
を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
か
し
て
、粉
末
消

火
器
で
消
火
し
ま
し
ょ
う
。水
系
消
火
器
は
感
電
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

電
気
機
器

上
に
燃
え
広
が
る
前
の
対
処
が
重
要
で
す
。カ
ー
テ
ン
は
引

き
ち
ぎ
り
、ふ
す
ま
や
障
子
は
け
り
倒
し
て
か
ら
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

カ
ー
テ
ン・ふ
す
ま・障
子

ま
ず
は
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。水
を
か
け
る
の
は
厳

禁
。消
火
器
が
な
い
場
合
は
、濡
ら
し
た
毛
布
な
ど
で
空
気

を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ロ（
天
ぷ
ら
油
）

消
火
器
や
水
で
消
火
し
ま
し
ょ
う
。水
の
準
備
が
無
い
場
合

は
、ほ
う
き
や
木
な
ど
で
た
た
い
て
消
し
、そ
の
後
、水
で
し
っ

か
り
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

た
き
火

レバーを強くにぎっ
て、噴射する

安全ピンに指をか
け、上に引き抜く
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なべの水や濡れた
タオルなど身近なも
のを活用しましょう。

●大きな声で叫び、
周りに知らせま
しょう。
●小さな火事でも
119番通報をしま
しょう。

通報初期消火避難
危険を感じたら逃げる 火が大きくなる前に 「火事だ！」と叫ぶ
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年
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、

機
器
の
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の
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す
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は
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で
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A
E
D
の

正
し
い
使
い
方

なによりもまず命が危険かどうかを
冷静に観察して判断しましょう。

倒れた人を見つけたら…

骨折していたら出血していたら

外傷があるとき

速やかに病院へ

意識（反応）がない 意識がはっきりしている

やけどをしていたら

A B通常呼吸A 呼吸なしB
AA

BB

できるだけ早く、やけどをした
部分を水で冷やしましょう。痛
みや熱さを感じなくなるまで十
分冷やすのがポイントです。

●早く水で冷やす

冷やした後は、やけどをした
部分を清潔なガーゼや布
などで軽く包み、その状態
で病院へ行きましょう。

1

●患部にガーゼを当てる2

動かさないようにして、傷や
出血の手当をする。

●無理に動かさない1

出血している部分にガーゼ
やタオルを当て、その上から
手のひらで圧迫します。感
染を防ぐため、ビニール手
袋などを使用するのが良い
でしょう。

●傷口を圧迫する1

傷口は心臓よりも高い位
置まで上げましょう。

●傷口を心臓より高くする2

119番通報・ＡＥＤ依頼
意識や反応がないときは、すぐに119番通報をするとともに、
ＡＥＤを使用するかどうか判断する必要があります。周りに誰
かがいるときは、お願いして役割分担をすると良いでしょう。
特によく行く場所では、どこにＡＥＤがあるか確認しておきま
しょう。

そえ木をして、骨折した部
分の上と下の関節を固
定。骨折した部分が動かな
いようにします。そえ木には
手近で代用できるものを使
いましょう。

●患部を固定する2

●
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
る

倒
れ
た
人
の
服
を
め
く
り（
肌
に
直

接
）電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。

汗
や
水
な
ど
で
濡
れ
て
い
る
場
合
は

拭
い
て
か
ら
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

2●
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
解
析

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
動
的
に
患
者
の
心
電
図

を
解
析
し
ま
す
。

解
析
中
は
、患
者

に
触
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
肺
停
止
し
た
患
者
に
２
分
以

内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
の

生
存
率
は
約
80
％
と
言
わ
れ
ま

す
。ま
た
、そ
こ
か
ら
３
分
遅
れ
る

と
生
存
率
は
約
50
％
ま
で
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
冷
静
か
つ
迅
速
な
対

処
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

3●
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す

「
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。」な
ど
の

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
場
合
、

患
者
か
ら
離
れ
、シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を

押
し
ま
し
ょ
う
。シ
ョ
ッ
ク
後
、メ
ッ

セ
ー
ジ
に
従
い
、蘇
生
法
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

4 フ
タ
を
開
け
、電
源
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す（
フ
タ
を
開
け
る
と
自
動
的
に

電
源
が
入
る
機
種
も
あ
り
ま
す
）。

電
源
が
入
っ
た
後
は
音
声
が
流
れ
ま

す
の
で
、音
声
の
指
示
に
従
っ
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る

1

2 人工呼吸（省略可能）

息がしやすいようにあご先を持ち上げ、頭を後方へ軽く
そらせ、空気の通り道を作って気道を確保します。
気道を確保したまま、鼻をつまみ、口で口を覆いながら軽く
息を吹き込みます。１回１秒かけて、２回吹き込みましょう。
※できるだけ感染防護具を使いましょう。

回復体位にして救急車を待つ
うつぶせ気味の横向きに寝かせ、頭を後ろにそ
らせ、上になる腕を曲げ、その手の甲に顔を乗せ
るようにします。上になったひざを軽く曲げ、から
だを安定させましょう。

1 心臓マッサージ

圧迫は、両手を重ね、手のひらの手首に近い部分で胸
の真ん中を真上から押し込みましょう。ひじを伸ばし、胸
が約5ｃｍ沈み込むまで、絶え間なく30回連続で圧迫し
ましょう。

●の部分を
●の部分で
　押す

手のひら
の基部

●

●

A
E
D
が
到
着
す
る
ま
で
繰
り
返
す
。

それでも呼吸をしていないなら…

AEDを使用してください
注）AEDはこのような人にだけ使用しましょう

成人は胸が約５ｃｍ沈み込むまで、小
児は胸の厚さの約１／３

１分間に100～120回のリズムで

できるだけ中断しないように・人工呼吸ができる場
合は、心臓マッサージ30回、人工呼吸２回のペー
スで交互に行いましょう。

強く

速く

絶え間なく

1分間に
100～120回のリズム

！ ！反応がない 呼吸がない

応
急
手
当

お    

う       

き
ゅ
う

　

      

て            

あ    

て

緊
急
時
に
は
、
け
が
人
に
対
す
る
一
番
最
初
の
応
急

処
置
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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動かさないようにして、傷や
出血の手当をする。

●無理に動かさない1

出血している部分にガーゼ
やタオルを当て、その上から
手のひらで圧迫します。感
染を防ぐため、ビニール手
袋などを使用するのが良い
でしょう。

●傷口を圧迫する1

傷口は心臓よりも高い位
置まで上げましょう。

●傷口を心臓より高くする2
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そえ木をして、骨折した部
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定。骨折した部分が動かな
いようにします。そえ木には
手近で代用できるものを使
いましょう。
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●
電
極
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ッ
ド
を
貼
る

倒
れ
た
人
の
服
を
め
く
り（
肌
に
直

接
）電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。

汗
や
水
な
ど
で
濡
れ
て
い
る
場
合
は

拭
い
て
か
ら
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

2●
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
解
析

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
動
的
に
患
者
の
心
電
図

を
解
析
し
ま
す
。

解
析
中
は
、患
者

に
触
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
肺
停
止
し
た
患
者
に
２
分
以

内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
の

生
存
率
は
約
80
％
と
言
わ
れ
ま

す
。ま
た
、そ
こ
か
ら
３
分
遅
れ
る

と
生
存
率
は
約
50
％
ま
で
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
冷
静
か
つ
迅
速
な
対

処
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

3●
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す

「
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。」な
ど
の

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
場
合
、

患
者
か
ら
離
れ
、シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を

押
し
ま
し
ょ
う
。シ
ョ
ッ
ク
後
、メ
ッ

セ
ー
ジ
に
従
い
、蘇
生
法
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

4 フ
タ
を
開
け
、電
源
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す（
フ
タ
を
開
け
る
と
自
動
的
に

電
源
が
入
る
機
種
も
あ
り
ま
す
）。

電
源
が
入
っ
た
後
は
音
声
が
流
れ
ま

す
の
で
、音
声
の
指
示
に
従
っ
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る

1

2 人工呼吸（省略可能）

息がしやすいようにあご先を持ち上げ、頭を後方へ軽く
そらせ、空気の通り道を作って気道を確保します。
気道を確保したまま、鼻をつまみ、口で口を覆いながら軽く
息を吹き込みます。１回１秒かけて、２回吹き込みましょう。
※できるだけ感染防護具を使いましょう。

回復体位にして救急車を待つ
うつぶせ気味の横向きに寝かせ、頭を後ろにそ
らせ、上になる腕を曲げ、その手の甲に顔を乗せ
るようにします。上になったひざを軽く曲げ、から
だを安定させましょう。

1 心臓マッサージ

圧迫は、両手を重ね、手のひらの手首に近い部分で胸
の真ん中を真上から押し込みましょう。ひじを伸ばし、胸
が約5ｃｍ沈み込むまで、絶え間なく30回連続で圧迫し
ましょう。

●の部分を
●の部分で
　押す

手のひら
の基部

●

●

A
E
D
が
到
着
す
る
ま
で
繰
り
返
す
。

それでも呼吸をしていないなら…

AEDを使用してください
注）AEDはこのような人にだけ使用しましょう

成人は胸が約５ｃｍ沈み込むまで、小
児は胸の厚さの約１／３

１分間に100～120回のリズムで

できるだけ中断しないように・人工呼吸ができる場
合は、心臓マッサージ30回、人工呼吸２回のペー
スで交互に行いましょう。

強く

速く

絶え間なく

1分間に
100～120回のリズム

！ ！反応がない 呼吸がない

応
急
手
当

お    

う       

き
ゅ
う

　

      

て            

あ    

て

緊
急
時
に
は
、
け
が
人
に
対
す
る
一
番
最
初
の
応
急

処
置
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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大切
なも
のを

守る
ため
、日頃

から

災害
に対
する

準備
をし
て

おき
ましょ

う。

山口県 下松市

下 松 市

★普段からできる見守りの一例★★普段からできる見守りの一例★

災害時には地域内での
助け合いがとても大切です。

親戚や近所の人たちとの普段からの
関係づくりを心がけましょう。

※見守りを行う際には、相手のプライバシーには十分に配慮しましょう。

ちょっとし
た

心がけで

・郵便受けに新聞や文書などが
溜まっている

・郵便受けに新聞や文書などが
溜まっている

下松市
発　行：下松市総務部防災危機管理課
             〒744-8585 山口県下松市大手町3-3-3／☎0833-45-1832
発行年月：令和４年３月
編　　集：㈱ジャパンインターナショナル総合研究所

この日を目安に、防災ガイドブックを開いてみてください。

防災とボランティアの日（阪神大震災）　　東日本大震災発生　　防災の日（関東大震災）　　津波防災の日

9月1日9月1日 11月5日11月5日3月11日3月11日1月17日1月17日
防災とボランティアの日（阪神大震災）　　東日本大震災発生　　防災の日（関東大震災）　　津波防災の日

ぼ う 　 　 　 さ いぼ う 　 　 　 さ い

さい　 　がい　  　じ

たす　 　 　 　 　 　あ たい　 　 せつ

ち　 　   いき 　 　ない

・あいさつをする（近所の人を知る）
・話し相手になる

・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない
・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない
・明るくなっても電気がついたまま
・暗くなっても電気がつかない

・いつも見かけるのに
数日姿を見ていない・・・
・いつも見かけるのに
数日姿を見ていない・・・

くだまるが案内する

改訂版改訂版

警察は

110番

テレホンガイド緊急時緊急時
火事・救急は

119番
海上の事故・事件は

118番

NTTでは震度6弱以上の地震発生時など、被災地
へ安否確認電話が集中する場合に「災害用伝言ダ
イヤル」サービスを開始します。事前契約などは不要
で、サービス開始はテレビやラジオで告知されます。
171番にダイヤルするとガイダンスが流れるので、それ
にしたがって利用します。

災害用伝言ダイヤル「171」

1 7 1
1 2

ガイダンスが流れます

被災地の方の電話番号を市外局番から
ダイヤルしてください。

伝言を吹き込む（30秒以内） 伝言を聞く

伝言を
録音する時

伝言を
再生する時

き ん 　き ゅ う  じいざとい
う

時のため
に

知ってお
こう！
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